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① 翔青高は県教委が導入したあるプログラ

ムの実践モデル校です。プログラムの名称

とその内容は？ 

 

 「人間関係づくりプログラム」。自尊感情を高め  

 

るための構成的グループエンカウンター（心と心  

 

の触れ合い）や人と関わる力を育むソーシャルス  

 

キルトレーニングを集中的にグループで取り組む  

 

活動。                      

 

                                   

 

                                                  

別府市の別府翔青高は本年度、仲間づくりやコミュニケーション能力を高めるための活動

「笑晴タイム」に取り組んでいます。 

 

③この活動について生徒はどう感じていますか？ 

 

 「新型コロナウイルスによる休校でクラスメートとの交流が少ないので、友達づくりに役立つ。相手の話をしっ 

 

かり聞くことが授業でもできている」                                    

 

                                                    

④活動の効果について、担当の高橋教諭は何と話していますか？ 

 

 「最も大切なのは聞く姿勢。友達に受け入れられる経験によってクラスに心の居場所ができ、安心感につながる」 

 

                                                    

2020 年 6 月 25 日付 大分合同新聞 12 面 

②「笑晴タイム」ではどんな活動が行われて

いますか？ 

 

 週 1回終礼時の 5分間を使い、設定されたテー  

 

マについて語り合うなどし、自己開示や他者理解  

 

の経験を積んでいる。               

 

                          

 

                                         


